
東日本大震災の復興を支援しよう 
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　6月の「歯の衛生週間（6月4日～10日）」に合わせて、
６月６日（水）に安堵保育園で「歯磨き指導」が行われ
ました。園児たちは歯科衛生士さんから歯磨きの大切さ
についてのお話を聞いたあと、実際にブラッシングを体
験しました。



　《
町
長
提
案
》

○
安
堵
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
【
承
認
】

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

改
正
で
す
。

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
居
住
家
屋

が
滅
失
し
た
土
地
等
を
譲
渡
し
た

場
合
、
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

を
規
定
。

②
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
が

住
宅
を
再
取
得
す
る
場
合
、
住
宅

借
入
金
特
別
控
除
の
特
例
の
規
定
。

③
償
却
資
産
に
係
る
課
税
標
準
額
に

乗
じ
る
特
例
率
を
規
定
。

④
地
価
が
下
落
し
、
均
衡
を
著
し
く

失
す
る
場
合
、
特
例
期
間
を
平
成

26
年
度
ま
で
延
長
。

⑤
住
宅
用
地
の
負
担
調
整
措
置
に
つ
い

て
、
前
年
度
課
税
標
準
額
に
据
え
置

く
特
例
措
置
を
段
階
的
に
廃
止
。

⑥
図
書
館
、
博
物
館
及
び
幼
稚
園
を
設

置
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
財
団
法

人
に
係
る
非
課
税
措
置
を
追
加
。

専
決
日
：
平
成
24
年
３
月
31
日

施
行
日
：
平
成
24
年
４
月
１
日

○
安
堵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て【

承
認
】

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

安
堵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
附
則
に
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
家
屋
が
滅
失
し

た
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
、
譲
渡
所

得
の
課
税
の
特
例
を
受
け
る
譲
渡
期
限

を
、
３
年
か
ら
７
年
に
延
長
す
る
規
定
。

専
決
日
：
平
成
24
年
３
月
31
日

施
行
日
：
平
成
24
年
４
月
１
日

○
平
成
23
年
度
安
堵
町
介
護
保
険
特
別

会
計（
保
険
事
業
勘
定
）補
正
予
算（
補

正
第
６
号
）に
つ
い
て　
　
　
【
承
認
】

•
補
正
額　
　
　

０
円
（
財
源
更
正
）

　

歳
入
歳
出
総
額
５
億
７
，８
３
３
万
円

•
主
な
補
正
内
容

　

保
険
料　
　
　
　
　
　

△
８
４
０
万
円

　

国
庫
支
出
金　
　

△
４
３
０
万
１
千
円

　

県
支
出
金　
　
　
　　
　
　
　

１
千
円

　

町
債　
　
　
　
　
　

１
，２
７
０
万
円

　

専
決
日
：
平
成
24
年
３
月
30
日

○
公
益
的
法
人
等
へ
の
安
堵
町
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　　
【
可
決
】

　

職
員
の
公
益
的
法
人
へ
の
派
遣
に

関
し
、
職
員
派
遣
条
件
の
明
確
化
、

派
遣
職
員
の
給
与
及
び
処
遇
等
必
要

な
事
項
を
規
定
。

施
行
日
：
公
布
の
日

適
用
日
：
平
成
24
年
４
月
１
日

○
安
堵
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

【
可
決
】

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

年
金
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
い

者
が
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
を
受
け
る

際
、
住
民
税
申
告
書
の
提
出
を
不
要

と
す
る
改
正
。

施
行
日
：
平
成
26
年
１
月
１
日

第
３
回
安
堵
町
議
会
定
例
会

　

初
日　

９
月
４
日
（
火
）（
予
定
）

　
　
　
　

午
前
10
時

　

場
所
：
役
場
４
階　

議
場

※
会
期
は
、
概
ね
10
日
間
程
度
で
す
。

※
な
お
、議
会
定
例
会
は
、３
月
、６
月
、

９
月
、
12
月
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局　

☎
５
７
‐
１
５
１
１

　

通
勤
・
通
学
・
通
院
な
ど
で
近
鉄
平

端
駅
、
町
内
の
公
共
施
設
を
ご
利
用
の

際
は
、
安
堵
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

公
共
交
通
の
利
用
は
、
マ
イ
カ
ー
利

用
と
比
べ
、
排
気
ガ
ス
の
削
減
、
交
通

事
故
の
防
止
、
渋
滞
の
緩
和
な
ど
に
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
、
お
得
な
回
数

券
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
是
非
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

〈
販
売
場
所
〉

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内

　

会
計
室
・
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

〈
販
売
額
〉

　

一
〇
〇
円
券
11
枚
綴　

１
，０
０
０
円

　

五
〇
円
券
11
枚
綴　
　
　
　

５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

☎
５
７
‐
１
５
１
１
（
内
線
３
１
３
）

　

FAX
５
７
‐
１
５
２
６

Heart Full Information　広報あんど 2

お知らせ● ●

専
決
処
分
（
条
例
改
正
）

町
議
会
だ
よ
り

平
成
24
年
第
１
回
安
堵
町

議
会
臨
時
会

み
ん
な
で
乗
ろ
う
！

安
堵
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

専
決
処
分
（
補
正
予
算
）

条
例
制
定
等

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

先
月
号
で
は
、

役
員
改
選
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
今

回
は
５
月
８
日

（
火
）
に
審
議
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。



　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
町
行
政
の
発
展
推
進
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に
ご
努
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
各
市
町
村
へ
の
「
地
名
の
問
い
合
わ
せ
」、
企
業
に
よ
る
「
土
地

差
別
調
査
」
な
ど
、
か
つ
て
の
身
元
調
査
が
今
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
実
態
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
中
で
発
せ
ら

れ
る
差
別
発
言
な
ど
が
、
今
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
法
」
が
失
効

し
た
２
０
０
２
年
以
降
、
部
落
差
別
が
な
お
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
あ
い
ま

い
に
し
た
「
人
権
教
育
」
に
な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
一
度
、
実

情
・
実
態
を
見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
同
時
に
、
今
日
増
加

傾
向
に
あ
る
児
童
・
高
齢
者
虐
待
、Ｄ
Ｖ
、「
障
害
者
」
差
別
、
学
校
以
外
で

の
「
い
じ
め
問
題
」
な
ど
、
個
人
の
人
権
侵
害
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ケ
ー
タ
イ
に
ま
つ
わ
る

人
権
侵
害
も
増
加
の
一
途
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
う
し
た
差
別
事
象
か

ら
「
背
景
」、「
動
機
」、「
目
的
」
な
ど
を
よ
り
一
層
と
明
ら
か
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
一
度
私
た
ち
は
、
人
権
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
い
、
自
己
の
意
識
を

ど
う
変
革
し
て
き
た
の
か
を
厳
し
く
問
い
返
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
地

域
社
会
を
見
つ
め
、
人
権
侵
害
の
現
実
を
踏
ま
え
て
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
差
別
の
撤
廃
と
人
権
尊
重
の
地
域
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
り
ま
す
。

　

安
堵
町
に
お
き
ま
し
て
も
、「
安
堵
町
部
落
差
別
の
撤
廃
及
び
人
権
擁
護

に
関
す
る
条
例
」
や
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
の
解
消
及
び
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

7月は差別をなくす強調月間です 7月は差別をなくす強調月間です 

安堵町長　西本 安博

『しらんふり
　　　それはいじめと
　　　　　　　おなじこと』 

『しらんふり
　　　それはいじめと
　　　　　　　おなじこと』 

　

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
基

本
的
認
識
の
徹
底
と
人
権
の
確
立
に
対

し
て
様
々
な
啓
発
や
運
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
差
別
落
書
き

を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ
て
い
る
「
人

権
」
を
尊
重
し
あ
い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

な
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

式
典
・
講
演
会

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　

羽　

川　

英　

樹　
氏

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　

〜
あ
な
た
の
思
い
が

伝
わ
る
話
し
方
〜
」

日
時

会
場

内
容

講
師

演
題
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
め
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者
だ

け
で
は
な
く
国
民
す
べ
て
で
支
え
る
と
い

う
基
本
の
も
と
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
国
・
県
・
市
町
村
が
公
費
で
約
５
割

負
担
し
、
現
役
世
代
か
ら
も
約
４
割
の
支

援
を
受
け
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
保
険
料

と
し
て
約
１
割
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料
率
は
、
奈
良
県
内
で
は
均
一
を

原
則
と
し
、
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
決
定
し
、
奈
良
県
の
医
療

給
付
費
に
応
じ
て
、
法
律
で
２
年
ご
と

に
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
単
位
で

算
定
し
、
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

【
（
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
‐
基
礎

控
除
額
33
万
円
）
×
所
得
割
率
】
が
あ

り
、
そ
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
は
55
万
円

で
す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て  

　

世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得
金

額
の
合
計
に
応
じ
て
保
険
料
の
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

９
割
軽
減
【
33
万
円
】
以
下
の
世
帯

（
被
保
険
者
全
員
の
年
金
収
入
が

80
万
円
以
下
の
世
帯
、
そ
の
他
各
種

所
得
が
な
い
）
で
他
の
所
得
が
な
い

※
世
帯

８
．５
割
軽
減
【
33
万
円
】
以
下
の
世
帯

５
割
軽
減
【
33
万
円
＋
24
．５
万
円
×
被

保
険
者
数
（
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯

主
を
除
く
）
】
以
下
の
世
帯　

２
割
軽
減
【
33
万
円
＋
35
万
円
×
被
保

険
者
数
】
以
下
の
世
帯

※
世
帯
主
が
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
軽

減
判
定
時
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
と
な
り
ま

す
。
（
所
得
割
負
担
な
し
）　

◇
年
金
収
入
が
１
５
３
万
円
以
上

２
１
１
万
円
以
下
の
方

　

所
得
割
が
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
91
万
円
で
あ
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

◎
税
法
上
の
申
告
義
務
が
な
い
方
（
障

害
年
金
、
遺
族
年
金
等
受
給
者
や
被

扶
養
者
及
び
所
得
の
な
い
方
）
で

あ
っ
て
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
及
び
高
額
療
養
費
の
負
担
区
分
の

軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
「
所

得
申
告
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
納
め
方 

　

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）
。

　

た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
、
納
付
書

や
口
座
振
替
等
に
よ
り
安
堵
町
へ
個
別

に
納
め
ま
す
（
普
通
徴
収
）
。 

◎
安
堵
町
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

（
75
歳
到
達
さ
れ
る
方
）
に
加
入
さ

れ
た
当
初
は
、
み
な
さ
ん
普
通
徴
収

と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
更
新
の

お
知
ら
せ

　

現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
24
年

７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
月
下

旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
簡
易
書
留

郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
更
新
の
お
知
ら
せ

　

有
効
期
限
が
平
成
24
年
７
月
31
日
ま

で
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
平
成
24
年
８
月
１
日
以
降
も
引

き
続
き
非
課
税
（
低
所
得
者
Ⅰ
ま
た
は
低

所
得
者
Ⅱ
）
と
な
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
更
新
の
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。
８
月
に
新
し
い
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
非
課
税
の
方
に
つ
き
ま

し
て
は
８
月
以
降
申
請
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 　
　

           

所
得
区
分
と
負
担
割
合
の
基
準 

　

自
己
負
担
割
合
や
入
院
時
な
ど
の
自
己

負
担
限
度
額
は
、
所
得
区
分
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
所
得
区
分
の
判
定
基
準
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
平
成
24
年
８
月

か
ら
平
成
25
年
７
月
ま
で
は
、
平
成
23
年

中
の
所
得
及
び
収
入
で
判
定
し
ま
す
。

（
年
金
の
所
得
は
控
除
額
を
80
万
円
と

し
て
計
算
し
ま
す
。
）

●
申
請
に
よ
り
、
３
割
負
担
か
ら
１
割

負
担
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

Heart Full Information　広報あんど
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後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ

（法律により2年ごとに保険料率が改定されます）

平成22・23年度 平成24・25年度

（旧） （新）

後期高齢者医療の保険料率は以下のとおりです。

均等割額
44,200円

所得割率
8.1％

均等割額
40,800円

所得割率
7.7％



◆ 現在使用されている医療受給資格証（心身障害者医療・ひとり親医療）の

有効期限は7月31日までとなっています。
☆該当される方には事前に通知（７月下旬予定）しますので、必ず窓口に更新手続き
　にお越しください。 

８月１日から新しい医療受給資格証で受診しましょう！

〔更新期限〕：平成２４年８月末日まで
〔持　　物〕：更新の通知書（同封の申請書）、健康保険証・印かん、旧の医療受給資格証

（受給者すべての方の）

お問い合わせ　住民課②番の窓口　☎５７－１５１１ 内線（２２３）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（注1）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～～～～～

医療保険の自己負担額から
○通院については、１医療機関に
つき月  500円

○入院については、１医療機関に
つき月  500円（14日以上になる
と1,000円）を除いた額を助成

注１

注１

心身障害者医療費
   助成

ひ と り 親 家 庭
   等医療費助成

配偶者のない男子・女子で18歳未満の児童を
養育している方とその児童

１歳以上の方で身体障害者手帳１級から２級
または、療育手帳Ａ1・Ａ2の方

制　度　名 対　　象　　者 助成の範囲

☆本人所得・扶養者（健康保険の被扶養者含む）所得に制限があります。転入等で申請がまだの方は、お問い合わせくだ
さい。

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

で
あ
っ
て
も
、
次
の
場
合
に
は
申
請
に

よ
り
１
割
負
担
（
一
般
）
と
な
り
ま
す
。

◇
世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人
以
上
い
る

場
合
は
、
被
保
険
者
の
収
入
金
額
合

計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
場
合 

◇
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人
の
場
合

は
、
収
入
金
額
３
８
３
万
円
未
満
、

ま
た
は
収
入
金
額
３
８
３
万
円
以

上
で
も
世
帯
内
の
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
方
と
の
収
入
金
額
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満
の
場
合 

お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
５
７
‐
１
５
１
１

　

納
税
の
公
平
性
を
保
ち
、
町
財
政
の

大
切
な
町
税
を
確
保
す
る
た
め
、
税
務

課
内
に
徴
収
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
夜
間
徴
収
や
休
日
徴
収
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
納
税
は
国
民
の

義
務
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
５
７
‐
１
５
１
１

　

今
年
４
月
か
ら
、
障
が
い
を
持
つ
人

や
、
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
る
身
近

な
相
談
員
と
し
て
、
次
の
方
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

〈
身
体
障
害
者
相
談
員
〉　

　

伊
藤　

陞
（
西
安
堵
５
４
４
‐
１
９
）

〈
知
的
障
害
者
相
談
員
〉

　

奥
西　

豊
子
（
窪
田
３
５
）

お
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

☎
５
７
‐
１
５
９
０
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所得区分と負担割合の基準

世帯に、住民税の課税所得金額が、
145万円以上の後期高齢者医療被保
険者がいる場合

世帯全員が住民税非課税で、その世
帯の各所得が必要経費・控除を差し
引いたとき、０円となる場合

現役並み所得者、低所得者２・１のい
ずれにもあてはまらない場合
世帯全員が住民税非課税の場合

現役並み
所 得 者

低所得者2

低所得者1

一 般

１割

１割

１割

３割

所得区分 負担割合 判 定 基 準

身
体
障
害
者
相
談

員
・
知
的
障
害
者

相
談
員
に
つ
い
て

平
成
24
年
４
月
よ
り　

町
税
徴
収
室
を　
　

　
　

設
置
し
ま
し
た



◆ 平成24年度国民健康保険税の税率について

　安堵町の国民健康保険財政は、医療費の急激な伸びに国保税収が追い付くことができない状況で、単年収
支では平成17年度から6年連続で赤字となり、非常に厳しい状況にあります。
　こうした状況のもとですが、平成24年度においては、被保険者の皆さまに納めていただく保険税率の引き上
げは行ないません。
　被保険者の皆さまには、健全な国保運営をはかれますように、保険税の納付にご協力をお願いします。

•保険税額は、年度途中で加入や脱退などがある場合、加入月数分となります。
•所得割額、資産割額は世帯内の国保被保険者個人ごとに算出します。
•退職所得（退職金・失業保険等）は、所得には含めません。

保険税は、みなさんの医療費に充てられる国保の貴重な財源です。
必ず納期内に納めましょう。

注意事項

◎国保税の納税義務者は世帯主です。　
国保税の納税義務者は、世帯主になりますので、国保税納付書は、世帯主に送られます。
世帯主が被保険者でない場合（世帯主が、社会保険や後期高齢者医療保険に加入している場合）でも、世帯内に
国保の被保険者がいるときは、その世帯主が納税義務者となります。ただし、保険税額は実際の加入者分のみで
計算します。

各被保険者の
平成23年中の総所得金額
－ 33万円（基礎控除額）
× ７％（税率）

平成24年度の
固定資産税額
（土地・家屋のみ）
×24％（税率）

加入者数
×21,000円

医療分
（すべての方） 23,000円

医療分
保険税額

各被保険者の
平成23年中の総所得金額
－ 33万円（基礎控除額）
× ２％（税率）

平成24年度の
固定資産税額
（土地・家屋のみ）
×６％（税率）

加入者数
×6,000円

後期支援分
（すべての方） 7,000円

後期支援分
保険税額

各被保険者の
平成23年中の総所得金額
－ 33万円（基礎控除額）
× １％（税率）

平成24年度の
固定資産税額
（土地・家屋のみ）
×５％（税率）

加入者数
×6,000円40～64歳

の方

介護分 4,000円

介護分
保険税額

国民健康保険税は、このように計算されます。国民健康保険税は、このように計算されます。

課税限度額
510,000円

課税限度額
770,000円

課税限度額
140,000円

課税限度額
120,000円

所得割額
（前年所得に応じて計算）

資産割額
固定資産税に
応じて計算　

均等割額
加入者数に
応じて計算

平等割額
１世帯あたり
で計算　　　

保険税額

（ ） （ ） （ ）

お問い合わせ　住民課　☎57－1511（内線222）

　　

過
ち
を
犯
す
場
所
も
地
域
で
あ
り
、

罪
を
悔
い
改
め
た
人
が
帰
っ
て
く
る
場

所
も
地
域
で
す
。

　

相
談
で
き
る
人
が
い
る
。
帰
る
場
所

が
あ
る
。
む
か
え
る
気
持
ち
が
、
過
ち

か
ら
の
再
出
発
を
後
押
し
し
ま
す
。

「
お
か
え
り
」
「
ど
う
、
元
気
？
」
み

ん
な
の
声
が
第
一
歩
を
後
押
し
す
る
の

で
す
。

　

犯
罪
か
ら
の
立
ち
直
り
に
は
、
彼
ら

を
見
守
り
支
え
る
地
域
社
会
の
あ
た
た

か
い
心
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
彼
ら
が

立
ち
直
り
、
二
度
と
犯
罪
を
犯
さ
な
け

れ
ば
、
私
達
が
暮
ら
す
地
域
も
安
全
で

安
心
な
も
の
に
な
る
の
で
す
。

　

あ
た
た
か
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

安
堵
町
保
護
司
会

更
生
保
護
女
性
会

Heart Full Information　広報あんど
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７
月
は
「
社
会
を
明
く

す
る
運
動
」
強
化
月
間

で
す
。

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
〜



節
電
・
省
エ
ネ
を
お
願
い
し
ま
すsave

energy

　

今
夏
、
電
力
の
需
給
状
況
が
昨

夏
以
上
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

節
電
・
省
エ
ネ

に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

節
電
・
省
エ
ネ
を
お
願
い
し
ま
す

節
電
・
省
エ
ネ
を
お
願
い
し
ま
すsave

energy

　

わ
が
国
で
は
、
世
界
的
に
も
例
を
み
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
は
４
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
と
な
る
「
超
高
齢
社

会
」
の
到
来
が
目
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
継
続
し

て
生
活
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た

「
安
堵
町
老
人
福
祉
計
画
及
び
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
お
け
る
基
本
方
針

な
ど
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
高
齢
者
を
取
り

巻
く
状
況
や
さ
ら
な
る
高
齢
化
へ
の
対
策

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
課

題
へ
の
対
応
を
図
る
べ
く
、
各
種
施
策
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
み
ん
な
が
生
涯
す
こ
や
か
に
生
活

し
安
堵
す
る
ま
ち
」
を
基
本
目
標
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
健
康
で
心

豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
平
成
24
年
度
を
初
年
度
と
し
、
平

成
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
第
５
期
計

画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

１
．
元
気
で
楽
し
く
生
活
で
き
る

〜
保
健
体
制
の
充
実
〜

２
．
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る　
〜
高
齢
者
福
祉
体
制
の
充
実
〜

３
．
認
め
合
い
支
え
合
っ
て
生
活
で
き

る　
〜
地
域
支
援
体
制
の
充
実
〜

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
量
を
、
こ
れ
ま

で
の
給
付
実
績
、
要
介
護
認
定
者
数
、

各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
等
を
基
に
算

出
し
ま
し
た
。

　

自
立
生
活
の
支
援
事
業
、
介
護
予
防

事
業
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否

を
確
認
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
時　

７
月
４
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

　

県
・
西
日
本
高
速
道
路
㈱
に
お
い
て

整
備
を
進
め
て
い
る
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
古

屋
側
の
出
入
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

当
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
よ

り
、
周
辺
地
域
の
企
業
立
地
を
推
進

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
拡

大
、
そ
し
て
、
交
流
人
口
の
増
加
等
に

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
大
阪
側
の
工
事
を
推
進

し
、
平
成
25
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
土
木
事
務
所

　
　
　
　

幹
線
整
備
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
７
４
３
‐
５
１
‐
０
２
０
８

　

道
路
建
設
課

　

☎
０
７
４
２
‐
２
７
‐
７
４
９
４

※大阪方面からの出入り口（ETC専用）につきましては平成25年度の完成を目指して、
奈良県と西日本高速道路株式会社で事業を進めています。

広報あんど　Heart Full Information

安
堵
町
老
人
福
祉
計
画
及
び

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
概
要
に
つ
い
て
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計
画
の
基
本
理
念

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

大
和
ま
ほ
ろ
ば
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

名
古
屋
側
の
通
行
開
始



介護保険料の納め忘れにご注意ください
○１年以上滞納すると
介護費用を一旦全額負担しなければサービスが受けられないようになります。
（申請により後から介護保険給付分（９割）が戻ってきます。）

○１年半以上滞納すると
一時的に給付の一部または全部を差し止められます。

○２年以上の滞納があると
サービスを利用する時に、未納期間に応じて自己負担が１割から３割に引き上げられたり、高額介護サー
ビス費が受けられなくなります。

＝ × ÷

お問い合わせ　健康福祉課（福祉保健センター内）☎57－1590　FAX 57－1592

安堵町にお住まいの
65歳以上の方の人数

65歳以上の方の
負担分（21％）

安堵町で必要な介護
サービス費の総額 

基準額（年額）

平成24年度から平成26年度までの65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料額【基準額  61,800円（基準月額  5,150円）】

段  階 対     象     者 保険料（年額）

　介護保険は、40歳以上のみなさんが保険料を負担し、介護が必要と認定されたときに費用の一部を支払っ
て、介護保険のサービスを利用する仕組みです。介護保険のサービスにかかる費用の21％は、65歳以上のみ
なさんの保険料に支えられています。
　介護保険は、社会全体で介護の負担を支え合う制度です。保険料は、みなさんが安心してサービスを利用
するための大切な財源となります。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
（介護保険料　納入通知書については７月中旬に送付します。）

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

・生活保護を受けている人
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けている人

30,900円
基準額×0.5

・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円以下の人

30,900円
基準額×0.5

・世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外の人 46,300円
基準額×0.75

・本人は住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円以下の人で世帯の誰かに住民税が課税されている人

58,700円
基準額×0.95

・本人は住民税非課税で、世帯の誰かに住民税が課税されている第
４段階以外の人

61,800円
基準額×1.00

・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円未満で、各
段階のいずれにも該当しない人

77,200円
基準額×1.25

・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以上400万
円未満で、各段階のいずれにも該当しない人

92,700円
基準額×1.5

・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が400万円以上800万
円未満で、各段階のいずれにも該当しない人

108,100円
基準額×1.75

・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が800万円以上で、各
段階のいずれにも該当しない人

123,600円
基準額×2.0

平成２４年度から介護保険料が変わります

（100円未満切り捨て）

Heart Full Information　広報あんど
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安
堵
町
で
は
大
規
模
地
震
に
備
え
た

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
を
無
料
で
実
施
し
、
耐

震
改
修
工
事
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
者
）

●
町
内
の
木
造
住
宅
・
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
現

在
住
宅
に
使
用
し
て
い
る
一
戸
建
て

又
は
長
屋
及
び
共
同
住
宅

●
延
べ
床
面
積
２
５
０
㎡
以
下
で
、
か

つ
地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下
の
も
の

●
木
造
在
来
軸
組
工
法
（
土
台
、
柱
、

梁
、
筋
か
い
な
ど
で
軸
組
を
形
成
す

る
も
の
）
の
建
築
物

■
検
診
方
法

一
般
診
断
（
原
則
と
し
て
目
視
に
よ

る
調
査
方
法
で
す
。
）

■
耐
震
診
断
員
の
派
遣

助
成
が
決
定
し
た
方
に
は
町
か
ら
診

断
員
（
建
築
士
）
を
派
遣
し
ま
す
。

■
助
成
金
額

一
つ
の
対
象
住
宅
に
つ
き
町
は

４
万
５
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

（
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

■
募
集
件
数

２
件
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。
）

■
ご
注
意
事
項

●
申
込
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
業
対
象
と
な

る
か
確
認
し
て
か
ら
の
受
付
と
な
り

ま
す
。

●
直
接
業
者
に
耐
震
診
断
を
頼
ま
れ
た

人
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
条
件
（
次
の
す
べ
て
を

満
た
す
者
）

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
建
築
で
耐

震
診
断
の
結
果
が
１
・
０
未
満
の
木

造
住
宅
を
１
・
０
以
上
に
、
ま
た
は

０
・
７
未
満
の
木
造
住
宅
を
０
・
７
以

上
の
数
値
に
す
る
改
修
工
事

●
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
工
事
の

費
用
が
50
万
円
以
上
の
工
事

●
補
助
金
交
付
決
定
後
、
工
事
に
着
手

し
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了

す
る
も
の

●
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
補
助
金
の
額

●
耐
震
改
修
工
事
費
が
50
万
円
か
ら
87
万

円
ま
で
の
場
合
↓
補
助
金
20
万
円　

●
耐
震
改
修
工
事
費
が
87
万
円
以
上
工

事
費
の
23
％
の
補
助
金

（
１
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

●
補
助
金
の
限
度
額
50
万
円

●
耐
震
改
修
工
事
の
施
工
以
外
の
費
用

は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
募
集
件
数

１
件
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。
）

■
受
付
期
間

　

７
月
２
日
（
火
）
〜
７
月
31
日
（
火
）

　

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

但
し
、
７
月
末
ま
で
に
件
数
を
満
た

さ
な
い
場
合
は
、
先
着
順
で
12
月
28

日
ま
で
受
付
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
建
設
課　

☎
５
７
‐
１
５
１
９

　

８
月
５
日
（
日
）
夕
刻
よ
り
極
楽
寺

に
お
い
て
、
「
夢
あ
か
り
（
安
燈
会
）

広
島
大
仏
祈
り
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
８
月
号
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報あんど　Heart Full Information9
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※
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

※
御
注
意
を
！

町
の
耐
震
診
断
（
改
修
）
助
成

事
業
で
は
、
戸
別
訪
問
な
ど
に

よ
る
勧
誘
は
一
切
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

※
耐
震
診
断

毎週日曜 朝９時より

安堵中学校南側

■主催：ほっと安堵朝市実行委員会
■お問い合わせ：産業建設課　☎57－1511 

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます

相
談
日
　

７
月
11
日（
水
）

時 

間
　

午
後
１
時
〜
３
時

場 

所
　

役
場
３
階
会
議
室

※

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

７
月　

人
権
、行
政
相
談
日

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す

安
燈
会
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
や
遺
族
の
方
の
た
め
に
電
話
相
談
や

生
活
支
援
、
警
察
や
病
院
等
へ
の
付
き
添

い
等
の
直
接
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

　

７
月
２
日
（
日
）
〜
８
月
６
日
（
月
）

募
集
人
員　

20
名
程
度

募
集
資
格

　

奈
良
県
在
住
の
成
人

　

性
別
・
職
業
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
活
動
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

積
極
的
に
参
加
出
来
る
方

そ
の
他

　

応
募
さ
れ
た
方
に
は
書
類
選
考
の
上
、

面
接
を
実
施
し
、
支
援
活
動
に
必
要
な

知
識
、
技
能
を
習
得
す
る
た
め
、
一
定

の
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講
習
は
８
月
31
日
（
金
）
か
ら
11
月

末
ま
で

（
原
則
毎
週
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
）

お
問
い
合
わ
せ

　

な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

☎
０
７
４
２
‐
２
６
‐
６
９
３
５

（
月
〜
金　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
・

祝
日
は
除
く
）

　

地
域
の
方
々
の
消
費
生
活
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
つ
い
て
は
、
「
消

費
生
活
専
門
相
談
員
」
の
資
格
を
持
っ

た
相
談
員
が
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」
は
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
で
消
費
生
活
相
談
に
応

じ
る
た
め
に
必
要
な
一
定
水
準
以
上
の
知

識
と
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
、

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
認

定
す
る
資
格
で
す
。
資
格
認
定
試
験
は
毎

年
全
国
各
地
で
行
っ
て
お
り
、
今
年
の
第

一
次
試
験
は
９
月
29
日
（
土
）
に
行
わ
れ

ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
学
歴
等
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
受
験
で
き
ま
す
。
受
験
申
込

み
は
８
月
６
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
受
験

手
数
料
は
１
１
，２
６
０
円
（
税
込
）
で
す
。

　

受
験
要
項
は
、
返
信
用
封
筒
（
長
形

３
号
の
封
筒
に
90
円
切
手
貼
付
、
宛
先

明
記
）
を
同
封
の
う
え
、
郵
便
に
て
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求
及
び
お
問
い
合
わ
せ

〒
１
０
８
‐
８
６
０
２

東
京
都
港
区
高
輪
３
‐
13
‐
22

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

資
格
制
度
室

☎
０
３
‐
３
４
４
３
‐
７
８
５
５

　

県
下
に
お
い
て
、
高
校
の
卒
業
生
の

両
親
を
対
象
に
、
息
子
を
名
乗
る
オ
レ

オ
レ
詐
欺
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
犯
人
は
高
校
の
卒
業
者
名
簿
を

見
て
、
電
話
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
左
記
の
よ
う
な
電
話
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

•「
お
れ
や
」
（
咳
き
込
む
よ
う
に
）

•「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」

•「
女
性
を
妊
娠
さ
せ
て
し
ま
っ
た
た
め

慰
謝
料
が
必
要
」

※
携
帯
電
話
の
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た

と
息
子
が
言
っ
て
き
た
ら
、
冷
静
に

な
っ
て
、
変
更
前
の
電
話
番
号
に
か

け
直
し
て
確
認
し
、
少
し
で
も
「
お

か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず

１
１
０
番
又
は
警
察
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

　

西
和
署
管
内
で
も
本
年
４
月
頃
か
ら

連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。
（
特
に
女
性

や
高
齢
者
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

◆
犯
人
の
手
口

•
犯
人
は
単
車
ま
た
は
自
転
車
を
利
用

す
る
。

•
捕
ま
ら
な
い
よ
う
に
フ
ル
フ
ェ
イ
ス

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
マ
ス
ク
を
つ
け
て

い
る
。

•
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
た
め
何
回
か

下
見
を
す
る
。

•
背
後
か
ら
バ
ッ
ク
等
を
奪
う
。

◆
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

•
容
易
に
バ
ッ
グ
な
ど
を
前
カ
ゴ
に
入

れ
な
い
。

•
前
カ
ゴ
に
カ
バ
ー
等
を
取
り
付
け

る
。

•
道
路
の
車
道
側
（
ひ
っ
た
く
り
や
す

い
側
）
に
バ
ッ
グ
等
を
持
た
な
い
。

•
日
頃
か
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
十

分
に
注
意
す
る
。

Heart Full Information　広報あんど

犯
罪
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
第
６
期
生
）
の
募
集
に
つ
い
て
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「
消
費
者
専
門
相
談
員
」の

資
格
取
得
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
　

☎・
　

57‐

2
6
0
3

FAX

息
子
を
名
乗
る
不
審
電
話
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん

ひ
っ
た
く
り
事
件
が

西
和
署
管
内
で
多
発

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
全
・
安
心
の
街

緊
急
の
場
合
は
1
1
0
番

奈
良
県
警
察
本
部

☎
0
7
4
2‐

23‐

0
1
1
0

西
和
警
察
署

☎
0
7
4
5‐

72‐

0
1
1
0

安
堵
駐
在
所

☎
0
7
4
3‐

57‐

2
6
0
3



　

安
堵
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
多

彩
な
知
識
・
経
験
や
技
術
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
地
域
の
方
々
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
学
校

の
様
々
な
教
育
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
分
野
に
お

い
て
、
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。
学
校

教
育
の
充
実
の
た
め
に
地
域
の
皆
様
の

お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

　

●
中
学
校

•
ダ
ン
ス
（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
）
の

指
導
補
助

•
音
楽
科(

和
太
鼓)

の
指
導
補
助

•
パ
ソ
コ
ン
の
指
導
補
助

　

●
小
学
校

　
　

•
整
枝
剪
定

　
　

•
環
境
整
備
（
生
花
・
壁
面
飾
り
）

◆
備
考

本
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
償
で

す
。

保
険
は
、
学
校
地
域
支
援
本
部
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

◆
登
録
・
お
問
い
合
わ
せ

　

安
堵
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

安
堵
ワ
ク
ワ
ク
学
校
地
域
支
援
本
部

　

☎
５
７
‐
２
２
８
１　

　

FAX
５
７
‐
５
６
４
４

　

当
陶
芸
教
室
は
、
初
心
者
向
け
の
短

期
コ
ー
ス
で
す
。

　

「
会
員
１
人
１
人
の
個
性
を
大
切
に

創
造
を
楽
し
め
る
」
を
目
的
に
、
運

営
・
指
導
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
講
日
及
び
時
間

　

毎
週
土
曜
日
（
全
６
回
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

　

（
一
回
：
２
時
間
30
分
）

開
講
日
程　

７
月
14
日
（
開
講
）
・
21
日
・
28
日

　

８
月
４
日
・
11
日
・
18
日

場
所　

富
本
憲
吉
記
念
館
内　

　
　
　

安
久
波
窯
陶
芸
教
室

受
講
費
用　

１
８
，０
０
０
円

【
粘
土
代
、
そ
の
他
材
料
費
な
ど
は
す

べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
】

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン

（
道
具
は
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。
）

定
員　

17
名

（
定
員
に
て
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

安
久
波
窯
陶
芸
教
室　

田
中
茂

　

☎
＆
FAX
５
７
‐
５
４
２
２

　

０
９
０
‐
９
９
８
１
‐
４
６
３
３

　

安
堵
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
で
は
、
体
験
教

室
（
お
一
人
３
回
ま
で
参
加
可
）
を
開

催
し
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

開　
催　
日

　

毎
木
曜
日
・
第
１
、
３
金
曜
日

　

第
２
・
４
土
曜
日

体
験
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　
　

所

　

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

創
作
室

費　
　

用

　

参
加
費
無
料

※
た
だ
し
、
粘
土
代
（
７
０
０
円
／

㎏
）
は
実
費

人　
　

数

　

一
日
に
５
名
ま
で
（
※
小
学
生
以
上
）

　

月
２
回
開
催

　

会
費　

月
約
２
，０
０
０
円
程
度

　

（
粘
土
代
別
途
）

お
問
い
合
わ
せ

各
曜
日
の
代
表
者　

木
曜
日　

金
森　

５
７
‐
２
３
４
７

　
　
　
　

吉
田　

５
７
‐
２
０
９
３

金
曜
日　

池
田　

５
７
‐
４
６
０
８

土
曜
日　

柳
本　

５
７
‐
２
６
９
３

　

稗
田
（
講
師
）
８
２
‐
０
８
０
５

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
季
節

の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
清
潔
を
保
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
と
り
、
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　

調
理
中
も
生
肉
や
魚
介
類
を
さ
わ
っ

た
後
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ご
み
箱

や
ペ
ッ
ト
に
さ
わ
っ
た
後
も
洗
い
ま

し
ょ
う
。

食
品
の
買
い
物
は
最
後
に

　

短
時
間
で
も
油
断
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
必
要
な
分
だ
け
買
っ
て
、

新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

　

吐
い
た
り
下
痢
を
し
た
ら
、
水
分
を

取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
受
診
を
し

ま
し
ょ
う
。
食
べ
た
物
や
吐
い
た
物
は

保
管
し
ま
し
ょ
う
。
原
因
を
調
べ
る
時

に
役
に
立
ち
ま
す
。
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陶
芸
体
験
教
室
の
ご
案
内

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

健康ポスター

入選作品

安
堵
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

学　
校　
支　
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

安
久
波
窯
陶
芸
教
室
の

ご
案
内　
　
　
　
　
　



沖縄に学ぶ沖縄に学ぶ

ヒロシマに学ぶヒロシマに学ぶ

遠　足 古代米遠　足 古代米づくり

沖縄に学ぶ沖縄に学ぶ 安堵中学校修学旅行 5月13日～15日

ヒロシマに学ぶヒロシマに学ぶ 安堵小学校修学旅行 5月18日～19日

遠　足 古代米づくり遠　足 古代米づくり
【５月10日】安堵中央公園まで遠足にでかけま
した。遊具で遊んだり、お花を摘んだり、お弁
当を食べたりと、楽しい1日でした。

　見学や体験を通して、戦争や原爆のおそろしさや悲惨さを知る
ことを目的とした修学旅行。みんなに素敵な思い出ができるよう
になかまと協力し、助け合いながら行動しました。
１日目には、平和公園で平和学習、２日目は、大久島にてうさぎ
と戯れたり、ウォークラリーで島をめぐったりして瀬戸内の自然
と触れあいました。

　沖縄のすばらしい文化や自然に触れ、新しい体験や感動を味わ
うことを目的とした修学旅行。平和学習として、戦争の惨禍に触
れ、平和の尊さについて考え、ルールを守って行動し、社会の一
員としての自覚を深めました。
　１日目には、ひめゆり資料館等に行き平和学習、２日目は、マ
リン体験をして自然と触れあい、３日目は、佐喜眞美術館や首里
城などに行き沖縄文化を見学しました。

　今年も、籾まきから古代米づくり体験のはじ
まりです。

安堵保育園（3～5歳児クラス） 安堵小学校 5年生

平成24年

7月号

学びと育ちのページ学びと育ちのページ学びと育ちのページ
平成24年

7月号
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収
穫
し
た
菜
種
か
ら
食
用
や
灯
火
用

の
油
が
採
れ
ま
す
。
当
館
で
栽
培
し
た

菜
種
の
油
し
ぼ
り
と
、
菜
種
に
つ
い
て

の
お
話
、
油
を
使
っ
た
体
験
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

７
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
費
　

入
館
料
＋
材
料
費
２
０
０
円

指
　

導
　

谷
口
　

暁　

氏

　
　
　
　

（
奈
良
ネ
イ
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
）

申
し
込
み
　

10
名
ま
で

※

事
前
に
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

灯
芯
の
材
料
と
な
る
藺
草
を
刈
り
取

り
、
乾
燥
等
の
作
業
の
見
学
、
ま
た
は

体
験
（
希
望
者
）
が
で
き
ま
す
。

日
　

時
　

７
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

参
加
費
　

入
館
料
が
必
要
で
す

申
し
込
み
　

随
時

※

事
前
に
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
に
実
る
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を

専
用
の
道
具
を
使
っ
て
削
い
で
作
る
、

か
ん
ぴ
ょ
う
作
り
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　

時
　

７
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

参
加
費
　

入
館
料
＋
材
料
費
２
０
０
円

申
し
込
み
　

10
名
ま
で

※

事
前
に
館
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※

天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
町
で
育
ま
れ
た
、
灯
芯
づ
く
り
の

技
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
同
時
に
、

実
際
に
履
け
る
わ
ら
製
の
ぞ
う
り
を
手

作
り
し
ま
す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

い
か
が
で
す
か
。

日
　

時
　

７
月
29
日
（
日
）

　

 　　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
費
　

入
館
料
が
必
要
で
す

申
し
込
み
　

そ
れ
ぞ
れ
10
名
ま
で

（
申
し
込
み
順
）

※

事
前
に
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

ぞ
う
り
作
り
参
加
の
方
は
、
は
さ
み

持
参
の
う
え
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

ぐ
さ

い

そ

は

ハ　ス

７月の花７月の花７月の花

 

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

かんぴょう作り体験

菜種油しぼり体験

いぐさ刈り

灯
芯
ひ
き
・

　

わ
ら
ぞ
う
り
作
り
　

体
験
会

と
う

し
ん

菜
種
の
油
し
ぼ
り
体
験

か
ん
ぴ
ょ
う
作
り
体
験

藺
草
刈
り見

学
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

灯
芯
ひ
き

FAX
【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

（
大
字
東
安
堵
１
３
２
２
）

　

☎
57‐

５
０
９
０

　
　

57‐

８
８
９
５

い

ぐ
さ
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【
日
程
】　

【
場
所
】　

安
堵
小
学
校
プ
ー
ル 

【
講
師
】　

大
和
郡
山
市
水
泳
協
会

【
募
集
定
員
】

　

町
内
在
住
の
小
学
生　

50
名

【
参
加
費
】　

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
保
険
代
含
む
）

【
注
意
事
項
】

　

募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
泳
げ

な
い
児
童
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

残
り
を
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
方
法 

参
加
申
込
書
（
印
鑑
必
要
）
と
官
製

ハ
ガ
キ
（
一
人
に
つ
き
１
枚
）
を
ご

持
参
の
う
え
、
中
央
公
園
体
育
館
の

窓
口
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
期
間

７
月
２
日
（
月
）
〜
７
月
11
日
（
水
）

　

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

〈
火
曜
日
の
休
館
日
は
除
く
〉

※
電
話
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

◎
申
し
込
み
場
所

　

安
堵
中
央
公
園
体
育
館 

　
　
　
　

　

☎
５
８
‐
４
０
１
１

◎
注
意
事
項

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
の
で
、
教
室
を
受
講
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
開
催
可
能
人
数
に
達
し
な
い
場
合

は
、
教
室
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
は
、
決
定
通
知
の
ハ
ガ
キ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
期
日
ま
で
に
中
央

公
園
体
育
館
の
窓
口
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
な
お
、
納
入
さ
れ
た
参
加

費
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

５
月
13
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
生
駒
郡
民
体
育
大
会
の
結
果
、
15
種

目
中
５
種
目
で
安
堵
町
が
優
勝
し
ま
し

た
。
総
合
順
位
は
３
位
で
し
た
。

　

優
勝
さ
れ
た
種
目
に
つ
き
ま
し
て
は

７
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
、
県
民
体
育
大

会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

◎
軟
式
野
球

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

◎
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般
女
子
）

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス
リ
ー
タ
ッ
チ

教
室
・
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
（
健
康
体
操
）
教
室
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
の
活
動
に
は
「
す
こ

や
か
安
堵
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
へ
の

会
員
登
録
が
必
要
で
す
。
入
会
希
望

の
方
は
笹
田
（
０
７
０
‐
６
５
０
０
‐

６
３
５
６
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
の
活
動
日
は
、
安
堵
中
央
公
園

体
育
館
の
玄
関
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
舞
台
で
見
る
カ
ッ
コ
い
い

ダ
ン
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　

流
行
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
教
室

で
す
。
踊
っ
て
み
た
い
元
気
な
子
ど
も

達
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
！

日　

時　

７
月
12
日
（
木
）
か
ら
８
回

　
　
　
　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
か
ら
５
時

場　

所　

ひ
び
き
の
体
育
館

※
保
護
者
の
方
の
送
迎
を
お

願
い
し
ま
す
。

持
ち
物　

上
靴
・
水
筒
・
タ
オ
ル

入　

会　

無
料

　
　
　
　

但
し
保
険
代
８
０
０
円

申
し
込
み　

安
堵
中
央
公
園
体
育
館

　

す
こ
や
か
安
堵
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

７
月
５
日
（
木
）
〜
７
日
（
土
）　　

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

担
当
講
師　

中
平
華
奈
さ
ん 

お
問
い
合
わ
せ　

笹
田　

　

☎
０
７
０
‐
６
５
０
０
‐
６
３
５
６
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第
49
回
生
駒
郡
民
体
育
大
会

　

大

会

結

果

夏
休
み
小
学
生
水
泳
教
室

「
す
こ
や
か
安
堵
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
よ
り
お
知
ら
せ

「
す
こ
や
か
安
堵
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
小
学
生
ダ
ン
ス

教
室
会
員
募
集

全６日
午前９時～11時 30分
①
②
③
④
⑤
⑥

予備日

８月１日（水）
８月２日（木）
８月３日（金）
８月４日（土）
８月５日（日）
８月７日（火）
８月８日（水）



竹 森 鉄 工 所

社　　名
住　　所　

創　業　年
従業員数
電　　話
営業時間

竹森鉄工所
〒639－1065

生駒郡安堵町笠目354番地
昭和49年～
２名
0743－57－2740
午前８時～午後５時

事業内容 製造業

【この町の鉄工所】
　昭和49年に父がこの鉄工所を作り、父親の背中を見て育った。６年前に２代目となった現代表の竹森
一義さんと弟　正次さんの兄弟２人でその技術を今も守り続けている。携帯・車・パソコン・飛行機な
どのあらゆる製造精密機械の部品の一部を製造しており、一般の人に目に触れない物ではあるが社会の
重要な部分を見えない所で支えている。現代、コスト削減の為の大量機械生産であるが、その製造機械
の精密部品は信頼と実績を重ねた町の鉄工所が今もひとつひとつ丁寧に製造・加工している。
“技術は伝え・育て・伝えていく”
決してお金では買えない、大きな価値がここにある。

【ミクロンの世界】
　この業界では、精密さが命であり、μ（ミクロン　1μ＝
1／1000㎜）単位の技術であり、気温によって金属も変化
するので長年の経験を生かし精密さを追求しています。決
して品質に妥協は許さないもの作りを目指し、今も技術の
向上に努めています。

【親から子へ引き継ぐ“夢の模型機関車”】
　６年前に亡くなった父が趣味で製作していたミニ蒸気機
関車を息子二人が引き続き、仕事の合間に今も完成を目指
している。完成した際には、近所の子供たちに楽しんで頂
きたい。電車しか知らない今の子供たちに、ミニサイズで
はあるが、この蒸気機関車を観て触れてもらいたい。
　また、今後は企業だけでなく、身近に一般の人が使える
物のものづくりにも挑戦していきたい。

ミクロンの世界

安心・精密

代　表 竹　森　　一　義 氏

あなたの企業及び事業所を広報誌に掲載してみませんか？
お問い合わせ・申し込みは、安堵町商工会事務局まで　☎０７４３－５７－１５２４　ＦＡＸ０７４３－５７－１５２６

★町内の企業及び事業所のみなさんへ★

安堵町企業紹介 第４号

安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。
安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。
安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。

広報あんど　Heart Full Information15
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お と な

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

事 業 名

事 業 名 日 時 対 象 持ちもの 内 容 等

日  時 対  象 持 ち も の 内 容 等

健康 カ レ ン ダ ー

7 か 月 児
健 康 相 談

離乳食ミニ講座

4 か 月 児
健 康 診 査

７月３１日（火）
午前１０時５分～
１０時２０分受付

７か月児健康相談
終了後に開催
午前１０時４５分
くらいから）

７月３１日（火）
午後１時１５分～
１時３０分受付

７月３１日（火）
午後１時５０分～
２時５分受付

７月３１日（火）
午前９時３０分～
９時４５分受付

満６・７か月児

乳児とその保護者

満３・４か月児

満９・１０か月児

満１２・１３か月児

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

母子健康手帳

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

身体計測、栄養・育
児相談、絵本との出
会い

実際に見て味わって
みましょう

身体計測、内科診察、
栄養・育児相談

身体計測、歯科・育
児相談

健康相談、血圧・体組成（体脂
肪率・基礎代謝量・筋肉量・内
臓脂肪レベルなど）・腹囲測定、
尿検査、尿中塩分濃度測定（１
日の摂取塩分量がわかります。
料金２回分で１００円）、開眼片
足立ち
＊８月３日（金）と６日（月）
は、管理栄養士による栄養
相談があります。

福祉保健センター
ロビーでの

健 康 相 談

町住民

健康ファイル
または
健康手帳

尿検査希望
の方は、朝起
きてすぐの
尿をお持ち
ください。

こ ど も

●健康相談

７月５日（木）
午前１０時～１１時３０分受付

毎月20日の個別
健 康 相 談

７月２０日（金）・８月２０日（月）
いずれも２日前までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

８月３日（金）
午前９時～１０時３０分受付

健 診 後 の
健 康 相 談

８月６日（月）
午前９時～午後４時
８月５日（金）までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

　 か 月 児
健 康 相 談
12

　 か 月 児
健 康 診 査
10

役場ロビーでの
健 康 相 談

Heart Full Information　広報あんど
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h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康み ん な で 健 康
　

安
堵
町
で
は
、「
す
こ
や
か
安
堵
21

計
画
」
の
食
生
活
の
分
野
で
「
朝
ご
は

ん
に
野
菜
を
食
べ
よ
う
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
活
動
の

中
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集

計
し
ま
し
た
。

◎
野
菜
を
食
べ
る
の
は
、
い
つ
で
す

か
？

◎
野
菜
を
食
べ
る
時
の
料
理
の
形
態
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
で
す
か
？

◎
野
菜
は
十
分
食
べ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
？

　

は
い
と
答
え
た
人
は
、
35
％
で
し
た
。

　

野
菜
の
１
日
の
摂
取
量
の
目
標

は
、
３
５
０
グ
ラ
ム
で
す
。

　

し
か
し
、
野
菜
を
１
日
に
３
５
０

グ
ラ
ム
摂
取
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

実
際
に
摂
取
で
き
て
い
る
の
は

２
８
２
．８
グ
ラ
ム
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

野
菜
を
摂
取
す
る
こ
と
で
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
供
給
が
で
き
、
カ

ロ
リ
ー
が
少
な
い
の
で
肥
満
予
防
に

な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

朝
食
で
野
菜
を
摂
取
す
る
こ
と

は
、
さ
わ
や
か
な
目
覚
め
に
も
な
り

ま
す
。

　

朝
食
に
野
菜
を
と
り
い
れ
や
す
く

す
る
工
夫
と
し
て
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

日
　

時
　

７
月
24
日
（
火
）

午
前
９
時
集
合
　

午
後
２
時

終
了
予
定

場
　

所
　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物
　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き

ん
・
筆
記
用
具
・
お
茶
・
手

ふ
き
タ
オ
ル
・
う
わ
ば
き
・

歯
ブ
ラ
シ

料
　

金
　

親
子
で
３
０
０
円

（
子
ど
も
一
人
増
え
る
ご
と
に

１
５
０
円
）

申
し
込
み

　

７
月
17
日
（
火
）
ま
で

　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

　

☎
５
７‐

１
５
９
１

　
　

５
７‐

１
５
９
２

・
夕
食
後
、
朝
食
用
の
野
菜
を
切

る
な
ど
し
て
準
備
し
、
忙
し
い

朝
の
負
担
を
減
ら
す

・
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
に
す
る

・
大
根
お
ろ
し
で
食
べ
る

・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ス
ー
プ
に
入

れ
る

野
菜
に
つ
い
て

朝食

1200

1000

800

600

400

200

0

600

500

400

300

200

100

0

昼食 夕食 その他

298
418

1017

6

全
体
の
約
20
％
の
方
が
、
生
野
菜
又

は
煮
炊
き
物
で
食
べ
て
い
ま
す
。

朝
食
時
に
野
菜
を
食
べ
て
い
る
方

の
割
合
は
17
％
で
し
た
。
58
％
の

方
は
夕
食
の
時
に
、
野
菜
を
食
べ

て
い
ま
す
。

生野
菜で

煮炊
き物
で
炒め
て
お鍋
で
和え
物

汁物
スー
プ
蒸し
物
焼い
て

509 502

398
308 303 296

135 5757

親
子
で
楽
し
い
食
育
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

親
子
食
育
教
室　

FAX

昨年の様子です。
みんなで楽しく作り
ました。

朝
ご
は
ん
に
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
、
食
べ
よ
う
！

ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
、
楽
し
い
こ
と
間
違
い
な
し
！
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がん検診推進事業について
　がん検診の受診促進とがんに関する正しい健康意識の普及啓発を図ることを目的として、
国が定めた下記の年齢の方に、子宮頸がん検診、乳がん検診、大腸がん検診の費用が無料と
なる「がん検診無料クーポン券」と「がん検診手帳」を６月初めに送付しました。
　対象者であるのに、届いていない方、転入されて安堵町のクーポン券をお持ちでない方は、ご連絡ください。

クーポン券の対象者は次の検診が無料で受診できます！
安堵町民で、次の生年月日に該当する方（平成24年４月20日時点）
（子宮頸がん検診・乳がん検診は女性のみ、大腸がん検診は男女の該当する年齢の方）

お問い合わせ　福祉保健センター内健康福祉課（☎57-1591　FAX57-1592）

対　象　者

子宮頸がん検診・乳がん検診は、平成25年２月28日まで
大腸がん検診は、平成24年10月４日まで

※検診の受診方法等については、がん検診無料クーポン券裏面をご覧ください。

受診期限

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

平成　年　月　日～　年　月　日

昭和　年　月　日～　年　月　日

昭和　年　月　日～　年　月　日

昭和　年　月　日～　年　月　日

昭和　年　月　日～　年　月　日

4

4

4

4

4

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

1

1

1

1

1

4

62

57

52

47

子宮頸がん検診無料クーポン券対象者

3

61

56

51

46

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

昭和　年　月　日～　年　月　日

昭和　年　月　日～　年　月　日

昭和　年　月　日～　年　月　日

昭和　年　月　日～　年　月　日

昭和　年　月　日～　年　月　日

4

4

4

4

4

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

1

1

1

1

1

47

42

37

32

27

大腸がん・乳がん検診無料クーポン券対象者

46

41

36

31

26

応
募
資
格

•
70
歳
以
上
で
歯
の
健
康
な
方
（
若
干

の
欠
損
歯
、
か
ぶ
せ
等
可
）

•
第
17
回
、
第
18
回
、
第
19
回
の
最
優

秀
の
方
は
応
募
出
来
ま
せ
ん
。

①
応
募
方
法 

官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
性
別
、
年
齢
を
明
記

し
、
左
記
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
６
３
０
‐
８
０
０
２

奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
‐
二

奈
良
県
歯
科
医
師
会
・

高
齢
者
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
係

②
応
募
期
限

平
成
24
年
８
月
31
日
（
金
）
ま
で

③
審
査
お
よ
び
表
彰

　

日
時　

平
成
24
年
10
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

正
午
〜
午
後
４
時
30
分

　

場
所　

奈
良
市
二
条
町

　
　
　
　
　
　
　

二
丁
目
‐
九
‐
二

　
　
　
　

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※
８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が
授

与
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
後
日
、
知

事
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

⑤
主
催　

奈
良
県
歯
科
医
師
会

　

共
催　

奈
良
県

　

後
援　

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

財
団
法
人
８
０
２
０
推
進
財
団

※
昼
食
は
事
前
に
済
ま
せ
て
か
ら
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

県
歯
科
医
師
会

　

☎
０
７
４
２
‐
３
３
‐
０
８
６
１

・
５
月
14
日
（
月
）　

ネ
ッ
ト
あ
ん
ど
協
働
た
い
の
交
流
会

で
「
お
ば
ち
ゃ
ん
の
野
菜
畑
」
の
人

形
劇
発
表

・
５
月
15
日
（
火
）

会
員
研
修　

川
上
栄
養
士
に
よ
る

「
生
活
習
慣
病
予
防
」
の
調
理
実
習

実
施

・
５
月
16
日
（
水
）

安
堵
保
育
園
愛
護
会
総
会
に
て
「
食

育
」
に
つ
い
て
伝
達
活
動

・
６
月
18
日
（
月
）　

　

保
育
園
お
や
つ
作
り
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安
堵
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
だ
よ
り

第
20
回
奈
良
県
高
齢
者

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
に
つ
い
て



ボランティアガイド養成講座　第２回目
◯：トーク安堵カルチャーセンター
◯：午前10時～12時

健康相談（詳しくは16ページ参照）
◯：福祉保健センター　
◯：午前10時～11時30分受付
ベビママサロン・絵本のひろば
（詳しくは19・20ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前10時～11時45分
第38回差別をなくす町民集会
（詳しくは３ページ参照）
◯：トーク安堵カルチャーセンター
◯：午後１時30分～４時
ねこじゃらし　おはなし会
（詳しくは20ページ参照）
◯：福祉保健センター内図書室　◯：午後２時～
菜種の油しぼり体験（詳しくは13ページ参照）
◯：歴史民俗資料館　◯：午後１時30分～
ボランティアガイド養成講座　第３回目
◯：トーク安堵カルチャーセンター
◯：午前10時～12時
クリーン作戦（町内の清掃）
◯：町内
◯：午前８時～　※雨天の場合は翌日に順延
ファミリークラス
○：福祉保健センター３階
○：午前９時20分～12時

藺草刈り見学会（詳しくは13ページ参照）
◯：歴史民俗資料館　◯：午前９時～11時
らっこくらぶ（詳しくは20ページ参照）
◯：福祉保健センター３階　◯：午前10時20分～
ねこじゃらし　夏のおたのしみ会
（詳しくは20ページ参照）
◯：福祉保健センター視聴覚室
◯：午後１時30分～３時

ファミリークラス
○：福祉保健センター３階
○：午前９時20分～午後２時30分

所

時

所

時

所

所

時

所

所

所

時

所

時

所

時

所

所

所

時

所

時

時

時

時

時

時

個別健康相談（詳しくは16ページ参照）
◯：福祉保健センター
◯：予約制（※２日前までに要予約）

ベビママサロン（詳しくは19ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前10時～11時45分
かんぴょう作り体験（詳しくは13ページ参照）
◯：歴史民俗資料館　◯：午前９時～11時
ボランティアガイド養成講座　第４回目
◯：歴史民俗資料館　◯：午前９時30分～11時30分
親子食育教室（詳しくは17ページ参照）
○：福祉保健センター
○：午前９時～午後２時
ファミリークラス
○：福祉保健センター３階
○：午前９時20分～12時
工作クラブ（詳しくは20ページ参照）
◯：福祉保健センター２階会議室
◯：午後４時～５時

ベビママサロン（詳しくは19ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前10時～11時45分

灯芯ひき・わらぞうり作り体験会
（詳しくは13ページ参照）
◯：歴史民俗資料館　◯：午後１時30分～３時30分
ファミリークラス
○：福祉保健センター３階
○：午前９時20分～12時

12か月児健康相談（詳しくは16ページ参照）
◯：福祉保健センター
◯：午前９時30分～９時45分受付
７か月児健康相談（詳しくは16ページ参照）
◯：福祉保健センター
◯：午前10時５分～10時20分受付
離乳食ミニ講座（詳しくは16ページ参照）
◯：福祉保健センター
◯：７か月児健康相談終了後～
４か月児健康診査（詳しくは16ページ参照）
◯：福祉保健センター
◯：午後１時15分～１時30分受付
10か月児健康診査（詳しくは16ページ参照）
◯：福祉保健センター
◯：午後１時50分～２時５分受付
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　日（日）
　日（月）

　日（火）
　日（水）
　日（木）

　日（金）

　日（土）

　日（日）

　日（月）

　日（火）

　日（水）
　日（木）

　日（金）

　日（土）

　日（日）
　日（月）
　日（火）
　日（水）

　日（木）

　日（金）

　日（土）
　日（日）

　日（月）

　日（火）

　日（水）

　日（木）
　日（金）

　日（土）
　日（日）

　日（月）
　日（火）

20

21
22

23

24

25

26
27

28
29

30
31

７月の主な行事予定カレンダー７月の主な行事予定カレンダー

◯：場所　◯：時間　　※行事は変更される場合がありますので、ご了承ください。
◆毎月20日に実施しておりますクリーン作戦（町内の清掃）が平成24年４月より毎月10日に変更になりました。
所 時

1
2

3
4
5

6

7

8

9

10

11
12

13

14

15
16
17
18

19

日
時　
７
月
６
日
（
金
）・
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

27
日
（
金
）

　
　
　

各
日
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
　
　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
に
て

　

自
主
サ
ー
ク
ル
・
ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン

は
、
小
さ
な
子
ど
も
と
マ
マ
達
が
楽
し

く
遊
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
交
流
の
場
で
す
。

　

第
１
金
曜
日
は
午
前
11
時
頃
か
ら
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
手
遊
び
も
あ

り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前
ま
で
、

入
退
場
は
自
由
で
す
。
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

安
堵
町
内
の
歴
史
と
文
化
・
魅
力
あ

ふ
れ
る
各
観
光
史
跡
な
ど
を
町
内
外
へ

広
く
周
知
す
る
た
め
、
観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
よ
う
こ
そ
安
堵
の
里
へ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
７
月
か
ら
安
堵
町
図
書
室
で

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

広報あんど　Heart Full Information19

お知らせ● ●

ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
よ
う
こ
そ
安
堵

の
里
へ
」
が
完
成
し
ま
し
た

制作者：安堵町観光振興・魅力発信
　　　　事業実行委員会
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広報「あんど」は再生紙を使用しています。

町のうごき（６月１日現在）　■人口　7,812人（前月比９人減）男3,774人　女4,038人 ■世帯数　3,348世帯（前月比増減なし）

安堵町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

テンイチ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

1 2 3 4

「小さい子の時間」（2・3歳～）
　　午後2時～2時20分
「大きい子の時間」（5歳～）
　　午後2時30分～3時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

以前のママらっこです。
改名しました。

7月13日（金）
パトカーと写真を
撮ろう！

8月はお休みです

工作クラブ

7月25日（水）

午後4時～5時

◎場所：福祉保健センター

　　　　会議室

◎道具はこちらでご用意しま

　す。

◎無料です。

　お気軽に！

午前10時30分開始
対象：入学までの親子
福祉保健センター３階

共催 ベビママサロン
絵本のひろばBe－輪

び わ

ベビママサロンで遊んだあ
とは「絵本タイム」

おたのしみ手遊び・紙芝居

絵本のひろば
ベビママサロンらっこくらぶ

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

7

月

日 月 火 水 木 金 土 

福祉保健センター２階
☎57-1590 FAX57-1592
［利用時間］午前10時～午後５時

安堵町福祉保健センター図書室

本の窓

7月7日（土）
8月4日（土）

7月6日（金）
8月3日（金）

（入退室自由）

午前11時～12時

7月6日（金）
8月3日（金）

（入退室自由）

午前11時～12時

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

雑誌のリサイクルをします。
●7月から11月まで保管期間が過ぎ
た雑誌のリサイクルをします。
●毎月第1土曜日よりリサイクル
コーナーに並べますので、ご自
由にお持ち帰りください。
なお、予約・取り置きは出来ません
ので、ご了承ください。

8月　　日（木） 9

対象：小学生以上
　　　先着30名様
申し込み：８月８日（水）まで

午後２時〜３時
福祉保健センター
視聴覚室
ぶるぶる どきどき
こわいおはなしがすきな人
よっといで〜

第３回
怖いおはなし大会
第３回
怖いおはなし大会

対象：小学生以上
　　　先着30名様
申し込み：８月８日（水）まで


